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１．黄檗宗雪峯山 瑞輪寺 

大阪府豊中市中桜塚 2 丁目 2−24 

 

原田神社の北東にある瑞輪寺の地には、元々は原田神社の神宮司となる真言宗桜墳山 善

光寺が鎮座していた。由緒によれば天平年間（729～749）に行基によって開創されたと

言われ、境内からは鎌倉期の瓦が出土していることから、かつては隆盛を誇っていたと考

えられる。 

 天正六年（1578）、織田信長の家臣 荒木村重の謀叛に伴う兵火によって原田神社ともに

善光寺が炎上、焼失。その後、元禄年間（1688～1704）に隠元禅師の高弟であった即非

の勧請と、即非の弟子の千呆によって黄檗宗寺院として再興した。 

 堂宇は山門、本殿、自宅兼寺務所を構えており、山門・本殿は東を向く。原則、本堂は

一般公開されていない。本尊は薬師如来坐像。増長天像、持国天像とともに平安時代後期

頃の作とされており、それらは市指定文化財に登録される。いずれも前身の善光寺の遺仏

と推定される。 

 本殿は近年建替えられた1そうで、現在は中央と左右に須弥壇を有する。向かって左壇上

には開山者である千呆倚像が、向かって右壇上には達磨倚像が置かれる。 

 中央須弥壇には薬師如来坐像（像高 89.5cm）を真ん中に、その左右には両側より増長

天像（像高 102cm）・持国天像（増高 101cm）が、その内側には十二神将が 6 躯ずつ雛

壇に置かれる。十二神将の前には向かって左側には関帝三尊が、右側には華光菩薩倚像が

祀られる。 

 

関帝三尊 

関帝像の像高は 60cm ほど。曲録に腰を掛け、右手で自身の鬚をしごき、左手には両

端が円柱状で真ん中が板状の、まるでベイマックスの顔のような持物を握る。おそらく

少し開いた巻物を表しているものだと思われる。関帝倚像の前には向かって左側には関

平立像が、右側には周倉立像が侍る。それぞれの像高はおよそ 40cm。関平像は胸元で

両手を揃えて上に向け壽亭公印を持つ。周倉像は、左手は左肩付近に、右手は左脇腹付

近で青龍刀を抱くように持つ。右腰に鞘付きの刀と思しき武器を提げる。 

空間的な問題のためか、左右ではなくこのように置かれたのであろう。建替え工事の

 
1 後期は 2011 年 8 月～2012 年 7 月 竣工は同年 8 月 



際に像が動かされた際に、関平・周倉像の位置が反転したと思われる。 

かつて関帝三尊は金色で表されていたのであろうが、全体的にくすんだ黄土色一色で、

随所に塗りムラが見える。 

 

華光菩薩倚像 

 像高は関帝像と同様に 60cm ほど。頭には二郎冠を戴き、右手で腹部の帯を掴む。左

手には三角柱状の投擲武器「金磚」ではなく、杖を乗せる。袍には左右の脇に内側を向

く二対の龍があしらわれる。達磨像と同型の曲録に腰を掛けていることから、かつては

関帝像ではなく達磨像と左右一対で本殿にお祀りされていたのであろう。尊名は「華光

菩薩像」として認識されていたが、職能に関しては伝承されていなかった。 

 

 

２．釜ヶ崎「関帝廟」 

大阪市西成区太子 2 丁目 3 

 

大阪市西成区。地下鉄 御堂筋線「動物園前」駅を駆け上がると、キリンや象のオブジェ

が飾られたアーケード街にたどり着く。通天閣やジャンジャン横丁のある新世界の南隣に

位置する。動物園前一番街（正式名称は飛田本通商店街）である。かつてはこの周辺地域

は釜ヶ崎と呼ばれ、今はあいりん地区と称される。いわゆる「ドヤ街」、大阪の魔境であ

る。 

 2023 年 12 月 2 日（土）、動物園前二番街商店街から西側に路地を入ったところに釜ヶ

崎「関帝廟」が開廟した。廟の横幅はおよそ 8m、奥行きは 6m ほど。翌 3 日（日）付の

朝日新聞の記事に拠れば、華商会が物流倉庫（マルト衣料倉庫）のある約 165 ㎡の土地を

購入し、建設費も含め計 6 千万円ほどで建立したという。 

そのためか、廟の横浜「関帝廟」をはじめとするゴテゴテとした装飾や華美さ、門など

はない。外観は木材が多用されており、非常にシンプルな直方体が横たわる。内装も同様

に装飾は施されておらず、経費削減のためか透明の強化アクリル板が床材の大部分に用い

られていた。廟には中央と左右に 3 つの須弥壇が設けられており、中央には関帝三尊が、

向かって左手には媽祖像、右手には文昌帝君像を祀る。 

 

関帝三尊 

中央には像高 1.2ｍの関帝倚像が置かれる。右手は右胸部前付近で鬚をしごき、左手

に持つ冊子状の書を読む定型的な格好をする。ちなみにその書のページには文字が記さ

れているが識別は不能である。 

関帝像の前には向かって左側には周倉像が、右側には関平像が侍る。像高はいずれも

1m。周倉像は左手を左腰に当て、右手で青龍刀を持つ。一方、関平像は胸元で右掌を上



に向け、左手を立てて壽亭公印を持つ。特筆すべき点は両者ともに短足である。 

関帝三尊の前には関帝霊籤も置かれる。 

 

先に挙げた朝日新聞の記事に「開廟日は旧暦 1 日・15 日」と記載されているが、担当

者に 8～16 時までに連絡をすれば当日でも開廟してくれる、とのことなので、気楽に参詣

してみてはいかがだろうか。 

 

 

３．臨済宗霊芝山 大興寺 

京都府京都市左京区浄土寺真如町１７ 

 

大興寺および安国寺には「足利尊氏が祀った」と伝承が残る伝「関帝」像が祀られる。

また前者には「関帝」像とともに、「関帝」と記された扁額も所蔵されている。その額は

「関帝像とともに中国より取り寄せた」と伝わる。「南宋武幹謹書」と署名が刻銘されて

いることから、扁額の制作年は南宋代（1127～1279）で、「関帝」像も同時期のもので

あろうと考えられていた。 

現存最古の関羽の図像は、敦煌より発見された金代（1115～1234）の義勇武安王像が

ある。もし伝承通り、足利尊氏が信仰していた像であるとすれば、日本最古、ひいては世

界的にも非常に古い部類の貴重な像となる。 

大興寺像は「関帝」像を中心に、その左右に脇侍像が置かれる。向かって左側の像は、

持物を逸しており、かつては長柄の武器を手にしていたと思われる。右脇侍は方天画戟の

ような持物を手にする。それぞれ関平・周倉ではなく「関平・関興」と認識される。 

 

 これまで三国志研究会（全国版）の例会において、幾度か大興寺蔵「関帝」像について

報告を行った。その際に、扁額は「南宋」ではなく「南窓」であり、「南窓武幹」は武村

南窓という人物であることを明らかにした。また地誌の記述を基に、関帝像については

1705 年まで、また両脇侍に関しては 1726 年、扁額については 1864 年まで史料を遡る

ことができ、さらに両脇侍の尊名は 1726～1855 年までのおよそ 130 年間は「関平・周

倉」として祀られていたことが分かった。 

 今回は大興寺像に関する明治期の資料を 2 点入手したため、紹介したい。 

 

３．１．『関帝真経』明治十九年（1886） 

 pp.六～八に、大興寺像の由緒や霊験などに関して記された「関羽将軍畧縁記」が収録

される。以下はその翻刻と読み下し文である。なお原文のルビには変体仮名が用いられて

いるが、表記の問題により平仮名で記した。 

「関羽将軍略縁記」 



（六・後） 

元朝傳来／日本最初 関羽将軍畧縁起 

 

（七・前） 
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（七・後） 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

元朝伝来 日本最初 関羽将軍略縁起 

そもそも当寺に関羽将軍の霊像を安置し賜る由来は昔、醍醐天皇の御時にあたり、

兵乱打ち続き、盗賊しきりに起こりて天下安らかず。大将軍尊氏これを平治せんる

（？）を、当寺本尊芝の薬師如来へ祈念し給う処、ある夜の霊夢に「唐土に於いて

関羽将軍を悪魔降伏の神として関聖帝君を崇め、国王はじめ万民の家ごとに祭りて、

所願如意なり。汝これを迎えて信仰すべし」との御告げに任せ賜い、大元国へ使い



を走らせて、この尊像を迎え当寺に安置し奉り、御信迎ありしかば、国に凶徒なく、

万民安穏なり。 

これより諸人相伝えて信仰し、此の尊像の御影を毎年町内の両門に納むれば、捨

子の難を除き、家の入口に張り置けば専ら盗難を逃れ、神棚に祭りて出世・富貴自

然に来り。一切の願望 信心に応じて霊験を蒙る者挙げて数え難し。 

昔、強盗 日本左衛門召し捕られて曰く「鉄門を破る事は易けれども、入口に関帝

の御影ある家には這い入ることなりがたし」と言しも、則ち當寺に安置ある御影な

り。 

其他、弱きを助け世の難を救い諸々の障碍を除き、家身の怪災を除き冨貴・寿命

一切の願い事祈るに随ひて、遂げずと言う事なし。それ信心の水清ければ、感應の

月うつらずと言う事有るべからず。かるかゆゑに奇特不思議の御利益を受るもの、

古より今日に至り続々多き尊像なる事は、諸書に詳らかにして江湖諸彦（せかいの

ひと）の知る処なれば、万分の一をここに記するのみ。 

明治十九年四月 

洛東真如堂前 芝の薬師 大興禅寺 

信者中印施 

 

３．２．蘭齋藤■■■■ 筆「「関帝」三尊図」明治十九年（1886）6 月 15 日 

  縦 55cm、横 41cm の佛表装の掛け軸。本紙の大きさは縦が 36cm、横は 30cm。中

央には「関帝」、向かって左手には青龍偃月刀を持つ従者、右手には方天画戟状の長柄の

武器を持つ従者の 3 人が描かれる。先述した通り、左脇侍の持物は不明であったが、この

図を通して、かつては青龍偃月刀を携えていたことが明らかとなった。 

右下部には筆者であろうと思われる人物の署名と落款が捺されるが、「蘭齋藤…／印」

以外は文字を識別することが困難である。 

本紙の上下を挟む一文字の裂地には、黄緑を基調の生地が用いられる。また一文字と本

紙を囲む中廻(ちゅうまわ)しは黄土色が基調の生地で、それぞれ金色で装飾が施される。

外周を覆う天地の裂地は黒地で、同様に金色の刺繍が大々的に彩る。 

 また裏側には以下の墨書が記される。 

 

五月十三日年祭／毎月十三日次祭 

関帝御携帯漢寿／亭公之印影 （印：朱文） 

 

明治十九年六月十五日為茨木義路氏於／御寳前開眼卑／ 

洛東神樂岡霊芝山大興禅寺第三十一世／ 

菩薩比丘 天祐智道／（印：朱文）（印：白文） 

 



 上記に拠れば、大興寺では毎月 5 月 13 日におそらく関帝誕が、また毎月 13 日にはそ

れに準ずる祭事が執り行われていたようである。また 1866 年 6 月 15 日に茨木義路に向

け開眼したそうだ。この三尊図は『関帝真経』にある厄除けのために描かれた御影の 1 つ

ではないだろうか。このような図が大興寺の周辺地域には複数存在していたと考える。 
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【備考】 

関西の関帝像 ※打消し線は現存せず 

 

1336 年 （？） 臨済宗 大興寺 京都・左京区 

1336 年 （？） 臨済宗 安国寺 京都・綾部市 

 

1737 年頃（？） 黄檗宗 観音寺 三重・四日市市 

1764 年頃（？） 黄檗宗 清寿院 大阪・天王寺区 

1700 年頃 黄檗宗 聖恩寺 京都・伏見区 

1700 年頃 黄檗宗 発志院 奈良・大和郡山市 

1700 年代 曹洞宗 亀林寺 大阪・住之江区 

 

1800 年代 黄檗宗 萬福寺 京都・宇治市 

1900 年代 臨済宗 単伝庵 京都・八幡市 

1947 年  神戸「関帝廟」 神戸・中央区 

 

2000 年代 南京町「関帝廟」神戸・中央区 

2002 年  千里「関帝廟」 大阪・豊中市  ※難波へ移設 

2006 年  難波「関帝廟」 大阪・中央区 

2015 年  真佛宗 雷藏寺 大阪・阪南市 

2023 年  釜ヶ崎「関帝廟」大阪・西成区 

 


